
  

＜カテゴリー別注目市場＞ 

１．生活習慣病予防 

０８年見込 １,４９７億円（前年比９５.２％）  ０９年予測 １,４７３億円（前年比９８.４％） 

生活習慣病予防は、生活習慣病のリスクを低減させる高血圧予防、血糖値改善、コレステロール値改善、中性脂

肪抑制などの機能を訴求した明らか食品、ドリンク類の特定保健用食品を主な対象としている。健康志向食品市場

の中でもメタボ対策需要が期待されたものの、０８年の市場は前年比４.８％減の１,４９７億円が見込まれる。明

らか食品は「エコナ」（花王）など健康油が実績を拡大し、前年比０.８％増の６１６億円が見込まれる。一方、ド

リンク類は清涼飲料全般の中での競合の影響や、主力商品群が発売開始後２～３年経ち実績を減少させていること

から、前年比８.３％減の８８１億円が見込まれる。今後も、明らか食品は堅調な推移が予測されるが、ドリンク

類は需要変動の大きい状況が続くと見られるため、市場拡大にはドリンク類におけるリピートユーザーの定着が課

題といえる。 

 

２．骨・関節サポート 

０８年見込 １,１１５億円（前年比１０７.６％）  ０９年予測 １,１１３億円（前年比９９.８％） 

 骨・関節サポートは、骨の形成や維持、関節痛対策として訴求されるカルシウムやグルコサミンが主成分の明ら

か食品、ドリンク類（乳飲料、その他）を対象としている。サプリメントなど機能志向食品の摂取機会増加の影響

を受け、０３年以降は市場の縮小が続いてきた。こうした状況を打破すべく、０８年は大人向けを切り口に販促が

展開され、乳飲料の「森永カルシウムの達人」（森永乳業）、明らか食品の「ネスレ ミロ１８０ｇ（特定保健用食

品）」（ネスレ日本）などカルシウム訴求商品が実績を伸ばし、市場は前年比７.６％増の１,１１５億円が見込まれ

る。単純にカルシウムの補給という切り口だけでは需要に結びつけることが容易ではなく、今後もターゲット層を

明確にした需要喚起が市場拡大に繋がると思われる。 

 

３．栄養バランス  

０８年見込 ８６７億円（前年比９４.０％）  ０９年予測 ８９６億円（前年比１０３.３％） 

栄養バランスは、５大栄養素（タンパク質、脂質、炭水化物、ビタミン、ミネラル）が配合された明らか食品、

ドリンク類を対象としている。日々の規則正しい食生活の維持として食事代替を基本コンセプトとした商品が多い。

０６年発売の明らか食品「ソイジョイ」（大塚製薬）は、大豆原料、低ＧＩ（グリセミックインデックス：血糖上

昇指数）食品という新たな訴求と積極的な広告宣伝活動で需要を開拓し、市場全体を底上げした。０８年は、ドリ

ンク類が前年割れとなったが、明らか食品では売り場面積の拡大、上位企業の注力度の高い展開や商品バリエーシ

ョン増加もあり、市場は前年比１０.２％増の３９９億円が見込まれる。明らか食品は参入企業の注力度が高く、

形状やフレーバーによる商品の多様化により需要層を広げている。さらに健康意識の高まりによって、大豆、玄米

を原料としている点や栄養バランスが整いカロリーコントロール商品という点が訴求ポイントとなり、現状のメイ

ンターゲットである若い年代以外にも需要開拓が期待できる。 

 

４．エチケット 

０８年見込 ３５０億円（前年比１１２.５％）  ０９年予測 ３４８億円（前年比９９.４％） 

 エチケットは、一時的な口臭予防対策商品と体臭ケア商品で、ガム、キャンディ、タブレット、フィルムシート

などの商品形態の明らか食品を対象としている。市場は、香気成分を含んだ「フワリンカ」（クラシエフーズ）と

「オトコ香る。」（クラシエフーズ）、また、「ＡＣＵＯ」（ロッテ）の好調な実績が寄与し０６、０７年と続伸した。

０８年に投入された「クロレッツアイス」（キャドバリー・ジャパン）がヒット商品となっていることや、「ブレス

ケア」（小林製薬）が好調なことから、市場は引き続き拡大が見込まれる。香気成分を含んだ商品の話題性は落ち

着いてきたが、口臭・体臭ケアに対する需要は根強いと見られる。０９年は大幅増の反動で減少が予想されるもの

の、上位企業を中心として注力度が高く新商品の投入も活発であるため、中長期的には市場拡大が予測される。 

 

５．アイケア 

０８年見込 １７５億円（前年比１２１.５％）  ０９年予測 １８６億円（前年比１０６.３％） 

アイケアは、視覚改善作用が期待されるブルーベリーなどを配合した明らか食品、ドリンク類を対象としている。

素材としてはブルーベリーが大半を占めており、これを配合したヨーグルトやドリンクヨーグルトを中心に市場が

形成されている。カシスを配合した商品も見られるが、ウエイトは僅かに留まっている。 ブルーベリーの認知度



  

向上と共に市場は拡大して来た。０７年は０６年のドリンクヨーグルトの大幅増の反動により前年割れとなったが、

０８年はブルーベリー配合のヨーグルト類の新商品発売が相次いでおり、前年比２１.５％増と大きな伸びが見込

まれる。中でも、コンビニエンスストア向けのフルーツを加えたパーソナルタイプのヨーグルトで好調な実績が見

られる。アイケア対応という健康イメージを持つブルーベリーは店頭でも取り扱いやすく、今後も順調な推移が見

込まれる。 

以上 

 

＊Ｈ・Ｂフーズの定義 

Ｈ・Ｂフーズは、健康（Health）維持増進・回復目的や美容（Beauty）目的で飲食する食品。即ち、何らかの効能・効果

（機能性）を期待できる食品、及び、期待されるイメージをもつ食品。また、法的区分上、医薬品・医薬部外品扱いのもの

は対象としない。 

 

＊Ｈ・Ｂフーズの分類 

 全体を健康志向食品と機能志向食品の２分野に分けた。健康志向食品は機能よりも味覚を重視した、一般加工食品との競

合が予想される商品。機能志向食品は味覚より機能を重視した、一般用医薬品との競合が予想される商品｡ 

さらにこの２分野を以下のように４つに区分した｡ 

（１）健康志向食品（「Ｈ・Ｂフーズマーケティング便覧２００９ Ｎｏ.１」に掲載） 

●明らか食品：一般加工食品と呼ばれる「通常の形態をした、日常的に食べられる食品」に機能成分を添加、強化して、

商品の機能性を訴求する食品群を対象とした。 

●ドリンク類：明らか食品のうち飲料分野に属するものは、（医薬品／新・医薬部外品のドリンク剤と区分するために）本

資料では「ドリンク類」と呼称するものを対象とした。 

（２）機能志向食品（「Ｈ・Ｂフーズマーケティング便覧２００９ Ｎｏ.２」に掲載） 

●健康食品：（財）日本健康・栄養食品協会で定めるＪＨＦＡ規格品に加え、規格外の健康食品でも違法性が明らかな成分

を使用していないものも対象とした。 

●シリーズサプリメント：健康食品のうちビタミン・ミネラル類などのアイテムを各種取り揃えた健康食品（剤型は医薬

品形状が主体）を「シリーズサプリメント」と呼称した。 

 

＊「保健機能食品」とＨ・Ｂフーズの関係 

 特定保健用食品は、何らかの機能性（特定保健目的）を有しているため全てＨ・Ｂフーズの対象に含んだ。栄養機能食品

は、機能性訴求を行っている商品のみをＨ・Ｂフーズの対象とした。 

 

＜調査対象＞ 

１．滋養・強壮、２．肝機能改善、３．美肌効果、４．整腸効果、５．ダイエット、６．生活習慣病予防、７．

免疫賦活作用、８．栄養バランス、９．骨・関節サポート、１０．覚醒効果、１１．貧血予防・改善、１２．喉

の不快感除去、１３．虫歯予防、１４．エチケット、１５．アイケア、１６．マルチバランス、１７．ホルモン

バランス、１８．リラックス 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による調査対象企業及び関連企業・団体等へのヒアリング調査及び関連文献、社内データベー

スを併用 

 

＜調査期間＞ 

２００８年９月～１０月 

資料タイトル ：「Ｈ・Ｂフーズマーケティング便覧２００９ Ｎｏ.１ －健康志向食品編－」 
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